
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
に
よ
り
王
政
復
古
と
な
り
、
慶
応
四
年
三

月
一
二
日
、
明
治
天
皇
（
一
六
歳
）
は
京
都
御
所
を
出
発
さ
れ
、
長

い
行
列
で
大
坂
へ
、
翌
二
三
日
、
行
在
所
に
あ
て
ら
れ
た
西
本
願
寺

北
御
堂
津
村
別
院
へ
お
着
き
に
な
り
、
以
後
四
四
日
間
毎
日
大
坂
各

地
を
行
幸
さ
れ
た
。
こ
の
長
い
御
滞
在
は
一
つ
に
は
大
坂
遷
都
論
へ

の
対
策
と
当
時
日
本
一
の
経
済
都
市
大
坂
を
徳
川
側
よ
り
、
新
政
府

側
へ
傾
斜
さ
せ
る
策
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
天
皇
は
連
日
大

坂
各
地
を
詳
し
く
視
察
さ
れ
、
こ
の
度
の
政
変
で
街
に
溢
れ
る
難
民

や
病
人
の
姿
に
深
く
心
を
傷
め
ら
れ
、
病
人
救
済
の
御
沙
汰
を
賜

り
、
そ
の
翌
日
、
京
都
へ
お
帰
り
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
政
府

は
緒
方
惟
準
に
対
し
「
当
分
大
坂
に
在
っ
て
ポ
ー
ド
ウ
イ
ン
ヘ
申
候

明
治
天
皇
の
大
坂
行
幸
で
始
ま
っ
た
洋
式

病
院
と
西
洋
医
学
講
義
録
の
出
版

中

室
嘉
祐

仮
病
院
並
に
医
学
伝
習
等
の
御
用
向
、
早
速
手
始
申
す
可
き
旨
御

沙
汰
候
事
二
月
行
政
官
」
の
辞
令
、
ポ
ー
ド
ウ
イ
ン
に
対
し

「
当
分
仮
病
院
に
在
勤
し
治
療
医
学
伝
習
等
仰
せ
付
ら
れ
候
二
月

大
阪
府
」
の
辞
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
早
速
大
坂
上
本
町
四
丁
目
の
大

福
寺
の
建
物
を
利
用
し
て
、
仮
病
院
が
開
設
さ
れ
た
。
職
員
は
院
長

緒
方
惟
準
、
教
師
和
閲
軍
医
ポ
ー
ド
ウ
イ
ン
、
通
訳
官
三
瀬
諸
淵
、

医
員
堀
内
利
国
、
高
安
道
純
ら
九
名
の
名
が
あ
る
。
ポ
ー
ド
ゥ
イ
ン

は
毎
朝
講
義
を
行
い
、
す
べ
て
の
医
師
を
そ
の
講
筵
に
列
席
さ
せ
、

次
で
入
院
・
外
来
患
者
の
診
療
に
当
っ
た
。
一
二
月
ポ
ー
ド
ウ
イ
ン

の
講
義
を
邦
訳
し
木
版
印
刷
し
「
大
坂
医
学
校
官
版
・
日
講
講
記

聞
・
蘭
医
ポ
ー
ド
ウ
イ
ン
氏
口
授
」
を
刊
行
し
た
。
大
福
寺
本
堂
前

の
階
段
に
ポ
ー
ド
ウ
イ
ン
を
中
心
に
和
服
ハ
カ
マ
姿
帯
刀
の
医
学
生

約
六
三
名
の
集
合
写
真
が
残
っ
て
い
る
。

明
治
三
年
二
月
、
大
福
寺
の
北
約
一
粁
の
鈴
木
町
代
官
屋
敷
跡
に

建
築
中
の
大
坂
医
学
校
病
院
が
竣
工
し
大
福
寺
よ
り
移
転
し
た
。
六

月
ポ
ー
ド
ウ
イ
ン
の
任
期
満
了
し
、
後
任
に
蘭
医
エ
ル
メ
レ
ン
ス
が

着
任
し
、
ポ
ー
ド
ウ
イ
ン
同
様
、
熱
心
に
診
療
と
医
学
教
育
を
始
め

た
。

明
治
五
年
九
月
文
部
省
は
全
国
的
な
学
制
（
学
区
制
）
改
革
を
行
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い
、
こ
の
国
立
医
学
校
病
院
を
廃
校
と
し
た
。
初
め
て
知
っ
た
西
洋

医
学
の
素
晴
し
さ
に
、
大
阪
府
民
は
再
建
を
大
阪
府
に
迫
り
、
西
本

願
寺
北
御
堂
の
境
内
に
、
大
阪
府
立
病
院
（
木
造
洋
式
二
階
建
、
診

察
局
・
医
局
・
手
術
局
・
薬
局
・
四
八
病
室
・
一
五
○
床
・
講
堂
）

を
新
築
、
明
治
六
年
二
月
一
五
日
盛
大
な
開
院
式
を
行
っ
た
。
院
長

高
橋
正
純
、
教
師
エ
ル
メ
レ
ン
ス
、
通
訳
三
瀬
諸
淵
、
医
員
高
安
道

純
ら
十
数
名
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
撮
影
で
あ
る
が
、
西
本
願
寺
本

堂
前
の
大
階
段
に
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
、
三
瀬
諸
淵
ら
を
中
心
に
、
和

服
ハ
ヵ
マ
姿
の
医
学
生
約
二
七
○
余
名
の
集
合
写
真
が
あ
り
、
医
学

教
育
の
熱
心
さ
が
伺
え
る
。

開
院
当
日
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
指
導
に
よ
り
、
日
本
最
初
の
洋
式
病

院
管
理
規
則
で
あ
る
「
大
阪
府
病
院
各
局
規
則
」
が
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
規
則
に
は
「
医
局
規
則
、
薬
局
規
則
、
器
械
局
規
則
等
々
の
ほ

か
、
入
院
患
者
給
食
規
則
が
あ
り
、
入
院
一
’
五
等
の
朝
昼
夕
食
の

詳
細
な
献
立
が
あ
り
、
入
院
患
者
給
食
を
、
安
全
、
衛
生
的
に
行
う

た
め
の
日
本
最
初
の
入
院
給
食
管
理
規
則
も
あ
る
。
「
日
本
の
現
行

の
集
団
給
食
書
・
栄
養
学
害
、
医
史
学
書
に
は
『
日
本
の
病
院
給
食

は
一
九
○
二
年
（
明
三
五
）
の
東
京
聖
路
加
病
院
に
お
け
る
直
営
の

病
院
給
食
に
始
ま
る
』
と
あ
る
」
が
、
そ
の
二
九
年
前
（
明
六
）

に
、
こ
の
府
立
病
院
に
於
て
エ
ル
メ
レ
ン
ス
指
導
で
、
日
本
最
初
の

直
営
の
病
院
給
食
が
始
め
ら
れ
た
。
ま
た
政
府
が
医
・
薬
の
制
度
を

最
初
に
定
め
た
医
制
を
東
京
京
都
大
阪
の
三
府
に
布
達
の
前
年
に
、

こ
の
府
立
病
院
で
は
、
病
院
内
医
薬
分
業
が
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
指

導
に
よ
り
完
全
に
実
行
さ
れ
「
医
師
の
発
行
し
た
外
来
入
院
処
方
菱

を
薬
局
に
於
て
司
薬
生
（
薬
剤
師
）
自
ら
調
剤
し
、
如
何
に
慣
れ
た

召
使
た
り
と
も
調
剤
製
剤
を
行
わ
す
こ
と
厳
禁
・
・
…
・
」
と
定
め
ら
れ

て
、
日
本
に
お
け
る
病
院
医
薬
分
業
、
更
に
医
薬
分
業
の
始
ま
り
と

な
っ
た
。

当
時
の
大
阪
病
院
教
授
局
規
則
「
第
四
条
、
外
国
人
教
師
の
講
義

に
は
日
を
怠
り
無
く
出
席
し
精
密
に
筆
記
し
て
校
訂
を
加
え
院
長
に

差
出
し
検
閲
を
受
く
く
し
第
五
条
、
毎
土
曜
日
に
は
教
師
講
義
の

筆
記
を
校
訂
し
四
葉
乃
至
五
葉
宛
印
刷
し
て
生
徒
及
開
業
医
師
等
望

の
者
に
授
与
す
べ
し
・
・
・
…
」
こ
の
様
に
エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
医
学
の
講

義
録
を
「
日
講
記
聞
双
書
」
と
し
て
次
々
木
版
印
刷
し
、
漢
方
医
学

時
代
、
西
洋
医
学
を
日
本
中
に
広
め
る
と
共
に
、
製
本
さ
れ
る
毎

に
、
宮
城
内
明
治
天
皇
に
献
上
し
「
大
切
に
保
存
せ
よ
と
仰
せ
ら

れ
た
の
か
」
図
書
寮
で
は
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
日
講
記
聞
双
書
を
木
函

に
収
め
、
防
虫
に
多
量
の
樟
脳
を
添
え
、
百
余
年
の
現
在
も
新
版
同
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様
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

近
代
日
本
の
黎
明
期
の
医
学
者
と
し
て
は
長
崎
養
生
所
の
ボ
ン

・
へ
．
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
、
大
阪
医
学
校
病
院
の
ポ
ー
ド
ウ
ィ
ン
・
エ
ル

メ
レ
ン
ス
、
東
京
大
学
の
ホ
フ
マ
ン
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
等
が
あ
る
が
、

長
崎
、
東
京
で
の
医
学
は
学
生
の
筆
記
録
の
一
部
が
残
る
の
象
で
、

全
講
義
録
は
な
い
。
大
阪
だ
け
は
、
明
治
天
皇
の
御
沙
汰
に
感
激
し

て
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
医
学
双
言
が
印
刷
、
献
上
さ
れ
て
現
在
宮
城
内

に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
（
日
講
記
聞
双
書
、
薬
物
学
第
二
○

巻
に
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
「
蛋
白
質
、
脂
質
、
糖
質
、
無
機
塩
類
の

四
大
栄
養
素
の
重
要
性
」
を
講
述
し
て
い
る
。
実
に
日
本
に
お
け
る

栄
養
学
講
義
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
伺
え
る
様
に
、
宮
内

庁
に
現
存
の
医
学
書
は
、
医
学
内
容
の
正
確
さ
、
邦
語
訳
の
新
鮮
さ

は
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
偉
大
さ
、
協
力
し
た
大
阪
病
院
上
級
医
官
・
通

訳
官
の
医
学
力
・
語
学
力
の
卓
越
を
物
語
っ
て
い
る
。
）

宮
内
庁
に
現
在
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
著
述
の
日
講
記
聞
双
書
等
多
数

が
新
品
同
様
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
つ
に
明
治
天
皇

の
病
人
を
救
済
せ
よ
と
の
御
沙
汰
と
、
こ
れ
に
感
激
し
て
、
出
版
・

献
上
し
た
大
阪
病
院
当
局
の
賜
物
で
あ
る
。

阪
大
医
資
料
館
に
は
虫
食
い
の
数
冊
（
医
学
伝
習
百
年
史
年
表
写

真
）
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

今
、
大
阪
大
学
医
学
部
は
中
之
島
か
ら
吹
田
地
区
へ
移
転
中
で
あ

る
が
、
宮
内
庁
ほ
こ
こ
の
貴
重
な
図
書
の
完
全
複
写
を
許
さ
れ
て
い

る
の
で
、
複
写
製
本
し
て
医
学
部
資
料
館
と
図
書
館
に
保
存
さ
れ
れ

ば
、
現
行
の
活
字
の
医
学
書
の
沿
革
、
起
源
等
の
改
訂
に
も
役
立
つ

し
、
中
之
島
か
ら
吹
田
の
医
学
部
前
に
移
転
し
た
巨
大
な
エ
ル
メ
レ

ン
ス
記
念
碑
と
共
に
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
遙
か
に
地
下
で
歓
ば
れ
る

で
あ
ろ
う
。

（
奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
）
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